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　８月８日～10日の２泊３日の日程で「湧別町・新篠津村
友好都市交流事業」が新篠津村にて行われ、湧別町から
は小学生９名、中学生ボランティア１名、新篠津村からは小
学生８名、大学生ボランティア１名が参加して行われました。
　この交流事業は、平成15年度に友好都市提携を結んだ
新篠津村との歴史的繋がりを次代を担う子どもたちに少し
でも認識してもらうことを目的として、平成17年度から行わ
れている事業です。みんなで夕食を作ったり、20周年を記
念したエゾヤマザクラの植樹など盛りだくさんの内容で、参加した児童からは「楽しかった！」「まだ湧別
に帰りたくない」といった声も数多く聞こえてきました。

交流の輪が広がる！～新篠津村との友好都市交流事業～【２０周年記念】
少年は町の未来 夢に向かって力をつけよう　～少年教育推進目標～
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“休みの日、何をして楽しもう？”湧ゆう湧くわく体験塾「湧別、昔の暮らし！」～屯田食づくりに挑戦～
少年は町の未来 夢に向かって力をつけよう　～少年教育推進目標～

　湧ゆう湧くわく体験塾では８月５日にふるさと館ＪＲＹで、町内の４年生から６年生の５名の塾生が
「湧別、昔の暮らし！」体験をしました。薪に火をつけ、雑穀米を炊いて試食までを行いました。
　中島館長の案内で屯田兵屋の説明や昔の調理道具の話を聞いた後に、薪ストーブと羽釜を使った雑穀

米の炊飯にチャレンジしました。今は学校の理科実験
でもマッチをつかう機会はほとんどないため、子ども
たちは慎重にマッチで火をつけました。火が燃える仕
組みを学び、空気が通るようにうまく薪を組んだり、火
加減に注意したりしながら工夫してご飯を炊きました。
　献立は当時の献立を再現して、ご飯、みそ汁、たく
あん。子どもからは「焦げないか心配だったけどおい
しくできてよかった。」との感想がありました。炊飯器
がなかった頃の昔の人は、機械に頼らずに音やにお
いなど人間の感覚をフルに活用していたことを学びま
した。
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湧別町民大学を開催中です！～２回目は１０月１１日（水）、３回目は１０月２５日（水）～
成人は町の大黒柱　すすんで地域に携わろう　～成人教育推進目標～

　先日、湧別町内小中学校の図書館を視察研修しました。学校図書館見学中に自分の読書の始ま

りはいつ頃かなと思い考えてみました。その頃「大草原の小さな家」がテレビ放映中。図書館で本

を探して開くと挿絵があり、テレビも同時進行で見て読むと、とても面白い事に気付き夢中で読ん

だ記憶があります。当時本を借りる時は、各本の裏ポケットに貸出カードが入っていました。カード

に名前・日付を記入するのが当たり前でした。自分の子が中学生の時、学校図書で借りた本の貸出

カードに自分の名前が書いてあったと驚きの報告を見学中に思い出しました。かなり前のジブリ作

品で「耳をすませば」で何か同じ様な内容があったなと。同じ本を読む親子。親子でなければ貸出

カードから色々な出会いが始まりそうですが。今現在は、親子で読んだ本のおすすめを共有してい

ます。本好きの子に出会いました。
図書館協議会委員　三澤　祥弘

１５４「図書館協議会委員のある一日」

　生涯学習講座「湧別町民大学」第２回目は小泉武
夫さんを、第３回目は萱野志朗さんをお迎えします。
ご家族、お友達同士で、また職場のお仲間などお誘
いあわせのうえ、是非お越しください。

【会　場】文化センターＴＯＭ
【時　間】各回とも午後７時開講
【対　象】一般（町外の方も受講できます）
　　　　　※小中学生も受講できますが成人
　　　　　　の同伴が必要です。
【受講料】全５回共通　１,０００円
　　　　 １講座のみ　　 ５００円
　　　　　※小中学校ＰＴＡ会員、
　　　　　　高校生以下は無料です。
【申込み】下記申込フォームまたは電話、
　　　　 ファクスにて教育委員会社会教育課
         へお申し込み下さい。

町民大学実行委員会事務局
社会教育課内
電　話　５-３１３２　
ＦＡＸ　５-３７１０
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“ゆうべつ学園視察”チューリップ生きがい大学が研修会を行いました。
高齢者は町の知恵袋　豊かな経験を地域で生かそう～高齢者教育推進目標～

　チューリップ生きがい大学では８月８日に「ゆ
うべつ学園」の視察を実施しました。
　ゆうべつ学園の杉山校長先生より“学園”の
説明を受けた後、施設・設備の見学、児童・生
徒用タブレット端末体験を行いました。管内４
校目となる義務教育学校のメリットとして、中学
校教諭の専門性を生かした専科指導の充実や、
小学校教諭が免許教科の指導で中学生を指導
するなど職員同士の交流が進んでいることや、
高学年が低学年と一緒に活動する縦割り班で
の清掃活動の様子などの事例が紹介されまし
た。教室や、多目的ホールなども広く余裕のあ
る配置となっていて、参加者からは「昔の学校では考えられないね」「ホテルのようにきれいな校舎です
ね」といった感想がありました。校舎内には昭和20年代後半からの卒業写真の展示があり、自分やお子
さん、孫の卒業時の写真を探す姿が多く見られました。
　最後に、短い時間でしたが児童・生徒用タブレット端末の予備機に触れる機会がありました。「今の
子は、大変だね」「いやいや、小さい子はすぐ使えるようになるよ」「孫とかとラインでやり取りとかしてみ
たいね」などいろいろな感想が出され、和気あいあいとした雰囲気の中で研修会が終了しました。
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　【開館時間】１０：００ 〜 １８：００　
　【貸出冊数】ひとり何冊でも借りられます。　【貸出期間】２週間
　【連 絡 先】中湧別図書館　電話　2-3150　 湧別図書館　電話 5-3122
　　　　　　　lib-n@town.yubetsu.lg.jp        　lib-y@town.yubetsu.lg.jp

10月の図書館休館日
10月2日（月）、3日（火）、9日（月）、16日（月）、23日（月）、30日（月）、31日（火）

＊図書館休館日に返却される方は、玄関にあるブックポストをご利用ください。

インターネットサービスのご紹介～「ＷＥＢ図書館」を活用しよう！～
図書館は町民の憩いの場　みんなで学び楽しもう～図書館活動推進目標～

中湧別図書館「読み聞かせ会」のお知らせ

【日　時】１０月７日（土曜日）、２１日（土曜日）
               １３：３０～１４：００
【場　所】文化センターＴＯＭ　ロビー

・「蔵 書 検 索」
・「予　　　約」
・「利用者のページ」
・「新着テーマ」

…湧別町図書館が所蔵する本の検索ができます。
…蔵書検索し利用したい資料があれば予約することができます。（※事前にメール登録が必要）
…利用状況を確認できます。また、最大２回まで資料の「延長」が可能です。
…新着テーマを登録すると、いち早く登録した資料の情報がメールで届きます。例えば、
　「東野圭吾」と登録します。すると、図書館から東野圭吾さんの新刊が入るとメールが届きます。

ＵＲＬ：https://ilisod001.apsel.jp/yubetsulib/wopc/pc/pages/TopPage.jsp

～活用例を紹介～

【ＷＥＢ図書館】

「資料検索」では、「蔵書検索」のほか、「貸出
ランキング」「テーマ別検索」などがあります。読
みたい資料が見つかれば、「予約」しましょう！

こちらから
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　毎年、文化庁では「発掘された日本列島」と題した全国巡回型の展示会を開催し、国民が埋蔵
文化財に親しむための機会を提供しています。今年は、湧別町のシブノツナイ竪穴住居群が特集
の一部で紹介されることになりました。

発掘された日本列島展 湧別の遺跡が全国デビュー！

　編集発行…湧別町教育委員会 社会教育課　〒099-6404 北海道紋別郡湧別町栄町 219-1
　　　　　　　https://www.town.yubetsu.lg.jp/
　印　　刷…中湧別印刷（中湧別南町）発　　行…令和 5年 9月 25日
　記事へのお問い合わせは下記へ
　　＊社会教育課社会教育グループ…電　話：01586-5-3132　ＦＡＸ：01586-5-3710
　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：shakyo@town.yubetsu.lg.jp
　　＊湧別図書館………………………電　話：01586-5-3122　ＦＡＸ：01586-5-3256　
   　＊中湧別図書館……………………電　話：01586-2-3150　ＦＡＸ：01586-2-3190　
　　＊ふるさと館 JRY…………………電　話：01586-2-3000　ＦＡＸ：01586-2-3200
　※湧く湧くで紹介する事業の予定は、今後の社会情勢によっては、中止や延期となる場合もあります。ご了承ください。

湧別町生涯学習情報「湧く湧く」2023年 9月号　№164

　今年の「発掘された日本列島」では３つのテー
マが設けられています。
　【テーマ１：我がまちが誇る遺跡】
　積み重ねられた発掘調査の成果を分析するこ
とで新たに発見された、地域の個性的な歴史が紹
介されています。
　【テーマ２：新発見考古速報】
　全国で日々膨大な数が行われている（年間約
8,000件）最新の発掘調査成果のうち、特に注目
された遺跡について紹介されています。
　【テーマ３：特集 遺跡から読み解く多様な歴史文化】
　各地域の特徴的な遺跡に注目し、個性豊かな日
本の歴史文化を読み解き紹介しています。このコ
ーナーに「オホーツク海沿岸の人々―多様な生活
文化とくぼみとして残る建物」があり、湧別町のシ
ブノツナイ竪穴住居群が取り上げられています。
他には史跡常呂遺跡、史跡標津遺跡群、史跡西月
ヶ岡遺跡、朱円竪穴住居跡群など、北海道を代表
する竪穴群が勢揃いしており、シブノツナイの知
名度が一気に高まることが期待されます。
　展示は下記の３会場で開催されています。会場
の近くに知人やご親戚等がいらっしゃいましたら
是非ご紹介ください。図録はインターネットで購
入できます。
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湧別町ふるさと館 JRY・郷土館9月号

埋蔵文化財シリーズ70

◀チラシは昨年度のものです。詳細情報は
　　文化庁のホームページでご確認ください。

会 場 １：山梨県立考古博物館（山梨県甲府市）…
会 場 ２：対　馬　博　物　館（長崎県対馬市）…
会 場 ３：平城宮いざない館（奈良県奈良市）…

令和５年９月16日（土）～10月29日（日）
令和５年11月11日（土）～令和６年１月８日（月）
令和６年１月20日（土）～２月11日（日）


